
  
 

新・御書研修会について（案） 
１．主旨： 

皆さまが⽇々御覧になっている通り、聖教新聞や⼤⽩蓮華、ネット上には、⼤聖⼈の御書とそれ
を解説した教材が多数掲載されています。それらを通じ、各⼈の教学の深化と活動の現場に於け
る「励まし」などへの活⽤が期待されています。⼀⽅、「御書講義」など、「御書の学び」に焦点を
当てた対⾯形式の会合が減って（無くなって）久しいです。また、毎⽉の座談会に於ける御書講義
では、時間の制限があるため、⼤⽩蓮華を読む事に終始しがちです。更に、⼤⽩にも紙幅に限り
があるため、内容の深堀りが難しくなっています。しかしながら、私たち学会員にとって、御書
（教学）を学ぶ重要性は少しも変わる事はありません。そこで、次の通り、⽀部に於ける新たな
試みとして、「御書研修会（仮称）」を提案したく、皆さまでご検討頂ければ幸いです。 

 
２．⽬的： 

① 御書による会合参加者の励まし 
・御書の内容を踏まえつつ、参加者に寄り添い、励ましを送れる内容とする。 

② 「御書の学び⽅」を伝える（特に⻘年部へ） 
・背景、⼤意、対告衆（御書を与えられた⼈）の深堀り 
・⼤聖⼈のご⼀⽣の中での当該御書の位置づけ 
・（できれば）全⽂拝読による真意の把握（ただし、講義の中では、時間の関係で全⽂拝読は 

しない） 
        以上を通じ、参加者が御書を学ぶ意義、喜び、楽しさ等を感じ、教学の深化を図れる内容としたい。 

③ 質問や対話の場を提供 
      ・⼀⽅的な講義とせず、終了後に、質問や体験、意⾒の交流を図りたい。 
  
３．開催要領： 
  ① 開催単位：⽀部（⻘年部は別途検討） 

② 開催頻度：毎⽉または隔⽉ 
③ 教材  ：⼤⽩蓮華掲載の「研修教材」（座談会教材と同じ御書だが、拝読箇所が異なる） 
④ 時間  ：60 分、うち 45 分を講義に充て、15 分を質問、発⾔の時間とする。最後に⽀部⻑   

⽀部⼥性部⻑の挨拶。なお、場合により延⻑もあり。 
⑤ 参加対象：⾃由参加（別途検討） 

     例えば、最初に１〜２回の「模擬講義」を実施し、新しい「御書研修」の主旨に 
賛同頂いた⽅々をメンバーとする、などもありかと。 

⑥ 講師  ：⼩川副本部⻑ 
 
4. その他（注意点）： 

① 「新たな会合の打出し」と受け取られないようにしたいと思います。 
   

 
以上 


